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　Abstract : The print method was used for the measurement of the stomatal aperture
on citrus leaves :　Satsuma mandarin （Ｃ.ｕｎｓhiｕ),Hyuganatsu (Ｃ.　tａｍｕｒａｎａ),and Tosa
buntan (C. gr･andis。αΓ.Ｔ。sa}, twice or three times every month from early May to mid
December, 1979. The stomatal aperture showed ａ tendency to be larger on the heavy crop
trees than on the light crop ones, and this tｅr!dencywas most marked during the summer.
　Meanwhie the non-fruit shoot tends to have ａlarger sfomatal aperture than the fruit shoot
in the same tree in this experiment. The stomatal aperture on the old leaves of Hyuga-
natsu trees got large when the thin gibberellin solution was sprayed them in the winter.
　K, Mg and Fe contents in leaves decreased with increasing crop load.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言
　果樹の葉の気孔開度は光度などの環境要因のほかに，樹体内の水分含量やＡＢＡ濃度，さらには
結果量などによっても大きく影響をうける。この結果ｍが増加すると気孔開度が大きくなることが
報告されているから(1･10)気孔開度と結果量との関係を詳細に調査することによって，年ごとに高
い生産性を維持するための適正結果量を推定する方法がみいだされるかもしれない。本報告では，
まず手始めに着果負担の差異や，着果枝,･不着果枝の差異，さらに冬季のジベレリン散布と気孔開
度の季節的変化との関係について調査した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法
　ほ場に栽植の温州ミカン成木と土佐ブンタンおよび冬季にビニールハウスで保温したコンクリー
トポットのヒュウガナツ若木を供試した。温州ミカｙとヒュウガナツの両品種はそれぞれ多産樹と
少産樹に区別した。開花終期の５月上旬（ヒュウガナツ），５月下旬（温州ミカンと土佐ブンタン）
から，12月中旬まで着果枝と不着果枝の新葉について,･毎月２～３回気孔開度を測定した。なお前
年度の果実収穫は温州では前年12月上旬に，またヒュウガナツでは本年の５月下旬に行った。コン
クリートポットの一部のヒュウガナツに１月上旬と下旬の２回，10 ppm のジベレリン溶液を葉面
散布した。気孔開度の測定にはスンプ法を用い，プレパラートを作成して，これらの顕微鏡写真を
とり，孔辺細胞の幅と開口幅を測定した。開度は前者に対する後者の比で表示した。なお，気孔は
１葉あたり任意に３個選定して測定した。スンプ法は快晴の日の正午に，樹冠の南側で地上約1 m
の高さの葉を選び，裏面中央部に施した。葉分析には供試した温州ミカンの春枝を選び，不着果枝
の先端から第３～５節の葉を樹冠全体から20枚採取しか。その乾燥粉末を試料として無機成分の分
析を行った。　ＮはＣ-Ｎコーダーを使用，Ｐはモリブデンブルー法, K, Ca, Mg, Mn, Zn, Cu
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およびＦｅはそれぞれ原子吸光法により測定した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　結　果
　実験開始前年の12月における供試樹の葉果比は温州ミカンでは多産樹の32,5～87.6に対して少産
樹101.4～127.9,ヒュウガナツでは多産樹64.7に対して少産樹178.5となった。気孔開度の季節的
変化と着果負担との関係は第１へ･３図のとおりで，不着果枝の葉の気孔開度は両品種ともに全般に
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Fig. 1. Seasonal changes in stomatal response to crop lO ad in Satsuma mandarin
　　(Non-fruiting shoot). ･ ; Heavy crop trees, ▲; Light crop trees.
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Fig. 2. Seasonal changes inlstomatal response to crop load in Hyuganatsn
　　(Non-fruiting shoot). 9 ; Heavy crop, trees, ▲; Light crop trees.
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Fig. 3. Stomatal opening on Aug. 17，1979
　　(Satsuma mandarin)
　　　Upper : Heavy crop tree.
　　　Bottom : Light crop tree.
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Fig. 4. Seasonal changes in stomatal aperture on the shoot with or without fruit
　　in Satsuma mandarin. 9 ; Bearing shoot, ▲; Non-bearing shoot.
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Fig. 5. Seasonal changes in stomatal aperture on the shoot with or without fruit
　　in Hyugauatsu. R ; Bearing shoot、 A ; Non･bearing shoot.
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Fig. 6. Seasonal changes in stomatal aperture on the shoot with or without
　　fruit in Tosa buntan. R ; Bearing shoot, ４ ； Non-bearing shoot.
Fig. 7. Stomatal opening on July 27，1979; (Satsuma mandarin)
　　Upper : Ｎｏｎ･bearing shoot. Bottom:Bearing shoot.
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Fig、8. Seasonal changes in stomatal response to GA spraying on Hyuganatsu.
　　　R ; Control、○；ＧＡspraying.
57
着果量の多い樹で高,い傾向を示した。その傾向が最も顕著｡な時期は温州ミカン，ヒュウ･ガナツの両
品種とも気温の高い時期にあたっており，気温が急速に下降した11月以降では，着果負担の影響は
あまり認められなかった。
　着果枝および不着果枝の葉における気孔開度の差異は第４～７図のとおりである。温州ミカン，
ヒュウガナツ，土佐ブンタンのいづれも，気孔開度は全般に不着果枝の方が着果枝よりも高い傾向
にあった。特にその差異がはっ’きりしている時期は気温の高い夏期に多くみられた。また気孔開度
の季節的変動は３品種とも不着果枝の方が着果枝よりも大きい傾向にあった。冬季に低濃度のジベ
レリンを散布したヒュウガナツでは散布後の２～３か月は明らかに気孔開度が大きくなったか，新
しようが発芽し始めた４月以降には，ジベレリンの影響はほとんどみられなかった（第８図）。
　着果負担と葉内無機成分含ｍとの関係は第１表のとおりである。着果負担によって, K, Mg,
Ｆｅ含量が減少し，逆にCa, Znが増加する傾向にあった。他の成分含量にははっきりした影響が
でていない。
Tacble 1、Ｅｊｆｆｅｃt ｏｆ ｃｒｏｐ ｌｏａｄ ｏｎ tｈｅ ｍｉｎｅｒａｌ ｃｏｎtｅｎtｓ ｉｎ Ｓａtｓｕ-ｍａ ｍａｎｄａｒｉｎ ｌｅａｖｅｓ
Ｎ Ｐ Ca Me　　Mn　　Zn　　Cu　　FeCrop load　Tree ｎ０.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察
　葉の気孔開度を季節的に調査したが，その季節的変動が極めて大きいことかわかった。その変動
め大きい原因には測定時の光度，気温，樹体内水分含量の変化などに基づいていることが考えられ
る。一方，Ｈａｎsｅｎ(1)やTunsuwanら(10)はリンゴの葉の気孔開度は着果樹で大きいことを報告
している。本実験においても，同様に多産樹の気孔開度は少産樹のそれよりも大きい傾向を示し
た。葉の水分含量が低下すると葉内ＡＢＡ含量は著しく増加し(2･11)そのＡＢＡは気孔を閉ざして
蒸散を低下させる(4'。したがって，気孔開度は葉の水分含量が不足すると低くなりやすい(3･6)。多
産樹は少産樹に比べると葉の搾汁液の浸透価が低く，水分合量が高い(9)から，多産樹の気孔開度が
大きい直接の原因は葉の高い水分含量にあるのかも分らない。気孔開度に及ぼす着果負担の影響か
最も大き｡い時期に，気温の高い夏期が相当したことも，この時期の土壌湿度の低下とそれに伴う体
内水分の不足が最も大きかったことが考えられる。新しように着果すると，光合成の割合および葉
からの同化物の転流が果実に近い葉で増加すると報告されている(8)。気孔の開閉は孔辺細胞の拡散
圧差によって制御される(sJから，この着果による光合成速度の増加は気孔の開度を大きくさせる原
因の一つとなると考えられる。したがって，同一樹の中で着果枝と不着果枝について気孔開度を比
較すれば｡当然，着果枝の方が高くなるのが普通である(1,10)。本実験では温州ミカン，土佐ブンタ
ン，ヒュウガナツの３品種とも全般に不着果枝の方が高い傾向を示した。さらに詳細な検討が必要
である。休眠期のヒュウガナツに低濃度のジベレリンを散布すると気孔開度は大きくなった。すな
わち，ジベレリンはＡＢＡとは反対に作用するものと考えられる。 Penny ら(7)は気孔が開いた状
態では孔辺細胞のＫ濃度か隣接の表皮細胞よりも高く，逆に気孔が閉じると表皮細胞のＫ濃度の方
が高くなるのを観察した。
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　着果負担によって葉内無機成分のうち, K, MgおよびF｀ｅ濃度か減少したか，これらの３成分
の濃度がある程度，気孔開度に影響していることも考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要
　温州ミカン，土佐ブンタンおよびヒュウガナツを供試し，それぞれ多産樹と少産樹を選定して，
５月上中旬から12月中旬まで毎月２～３回ずつ，着果枝および不着果枝の葉の気孔開度を測定し
た。気孔開度は着果量の多い樹で大きい傾向を示し，その傾向が最も顕著な時期は気温の高い夏期
であった。また同一樹の着果枝と不着果枝について気孔開度を比較すると，３品種とも全般に不着
果枝の方がより大きい傾向を示した。ジベレリンを散布すると気孔開度は大きくなった。着果負担
によって葉内K, MgおよびＦｅ含量が減少した。
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